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は　し　が　き

　筆者 らは昨年，白山のミダガ原，室堂平のハクサンコザクラの量的分布と群落の組成について報告

した。今回は第２報として，白山の南竜ケ馬場の調査結果をまとめて発表する。尚，前回，立山やそ

の他の地域において同様な調査をし，モれと比較してみたいとと予告しておいたが，今夏，立山，五

色原の調査を実施することができたので，併せて報告する。

1.　調査地域と調査方法

　白山，南竜ケ馬場（海抜2060m）のキャンプ地周辺（約 5 ha）〔図１〕．と，立山，五色原（海抜

2440m）の五色小屋，五色原山荘，キャンプ地を中心に（約100/ha）〔図２〕調査を行った。

　調査方法及び被度，群度については,前回と同様であるので，前報をご参照願いたい。

2｡調　査　結　果



3.調　査　概　要

　以上の調査結果により，下記のことがらが推察される。

1.　1㎡内におけるハクサンコザクラの平均株数は南竜が馬場では161.87で昨年調査したミダガ原・

　室堂平とほとんど同一の数値を得た。これに対して五色原の平均株数は60.7となった。つまり白山

　においては立山の2.5倍となり，その産量の豊かさにおいては白山が勝っている。　この事実は以前

　より経験的に言われていたことであるが，今回の調査によりモれが実証された。

2.　白山におけるハクサンコザクラの分布は室堂平，ミダガ原，南竜が馬場，その他，未調査地域を

　含めるとかなり広範囲に生育していると予想されるが，立山においては室堂平，雷鳥沢では筆者ら

　の調査では絶無で，五色原においてようやくその群生している姿を見出した。　また，五色原におい

　ても，五色小屋と五色原山荘の中間あたりからキャンプ地を結ぶ線の五色小屋寄り約 25ha の範囲

　であった。つまり，白山の広範囲に分布しているのに対し，立山ではごく限られた地域にしか生育

　していない。

3.　l㎡内の出現種数は白山では8.58,立山, 五色原では11.91と計算され，種類の数においては .

　五色原の方が勝れていると考えられる。
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Summary

It is demonstrated that Primula cuneifolia var. hakusanensis is more abundant in

Mt. Hakusan than in Mt. Tateyama. The habitat of the speciesin Mt. Tateyama

is limited to the narrow area in Goshikigahara though it is widely spreaded in Mt.

Hakusan. The number of species appeared in the studied quadratesis higher in Mt.

Tateyama than in Mt. Hakusan.
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